
内
閣
衆
質
一
四
八
第
五
号

平
成
十
二
年
七
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

森

喜

朗

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
建
設
省
汚
職
事
件
の
真
相
解
明
と
亀
井
静
香
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長
の
石
橋
産
業
事
件

捜
査
へ
の
干
渉
疑
惑
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
二
年
七
月
二
十
八
日
受
領

答

弁

第

五

号



衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
建
設
省
汚
職
事
件
の
真
相
解
明
と
亀
井
静
香
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長
の
石

橋
産
業
事
件
捜
査
へ
の
干
渉
疑
惑
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

建
設
省
に
お
い
て
、
平
成
八
年
五
月
当
時
の
藤
井
治
芳
建
設
事
務
次
官
、
豊
田
高
司
技
監
、
伴
襄
官
房
長
、
小
野
邦
久
総

務
審
議
官
、
小
鷲
茂
建
設
経
済
局
長
、
近
藤
茂
夫
都
市
局
長
、
松
田
芳
夫
河
川
局
長
及
び
橋
本
鋼
太
郎
道
路
局
長
各
人
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
五
月
の
宴
会
に
は
い
ず
れ
の
者
も
当
時
の
梅
野
捷
一
郎
住
宅
局
長
（
故
人
）
と
共
に
参
加
し
、
同
年

七
月
の
宴
会
に
は
藤
井
治
芳
建
設
省
顧
問
、
伴
襄
建
設
事
務
次
官
、
橋
本
鋼
太
郎
技
監
及
び
小
野
邦
久
官
房
長
（
い
ず
れ
も

官
職
は
同
月
当
時
の
も
の
）
が
参
加
し
、
同
年
八
月
の
宴
会
に
は
い
ず
れ
の
者
も
参
加
し
て
お
ら
ず
、
同
年
五
月
及
び
七
月

の
宴
会
の
会
費
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
参
加
者
も
支
払
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
大
臣
交
際
費
か
ら
、
御

指
摘
の
宴
会
に
要
し
た
い
ず
れ
の
費
用
も
支
出
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
に
お
い
て
確
認
で
き
て
い
な
い
。

五
、
六
、
八
、
十
及
び
十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
個
別
具
体
の
事
件
の
捜
査
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え

一



た
い
。

七
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
の
若
築
建
設
株
式
会
社
の
建
設
省
発
注
の
公
共
工
事
の
受
注
件
数
は
三
十
四

件
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
六
年
度
以
前
に
つ
い
て
は
、
契
約
関
係
書
類
が
保
存

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
い
。

九
に
つ
い
て

個
別
の
事
案
に
お
い
て
検
察
当
局
が
い
か
な
る
犯
罪
の
嫌
疑
を
認
め
て
捜
査
を
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え

た
い
。

十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
事
実
は
、
い
ず
れ
も
承
知
し
て
い
な
い
。

十
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
若
築
建
設
も
し
く
は
石
橋
産
業
の
関
係
会
社
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
関
係
会
社
の
範
囲
が
明
ら
か
で
な
い
の

で
、
若
築
建
設
株
式
会
社
又
は
石
橋
産
業
か
ら
の
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
に
限
っ
て
第
一
次
森
内
閣
及
び
第
二
次
森
内
閣

二



の
内
閣
総
理
大
臣
、
国
務
大
臣
又
は
政
務
次
官
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
者
で
、
平
成
七
年
七
月
か
ら
平
成
十
二
年

六
月
ま
で
の
間
に
こ
れ
ら
の
会
社
か
ら
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
受
け
た
者
は
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ

ら
の
者
の
資
金
管
理
団
体
で
、
当
該
期
間
に
若
築
建
設
株
式
会
社
か
ら
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
受
け
た
も
の
は
七
団
体

と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
者
の
資
金
管
理
団
体
で
、
当
該
期
間
に

石
橋
産
業
か
ら
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
受
け
た
も
の
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

十
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
許
永
中
被
告
と
の
面
識
の
有
無
等
に
つ
い
て
、
第
一
次
森
内
閣
及
び
第
二
次
森
内
閣
の
内
閣
総
理
大
臣
、
国
務

大
臣
又
は
政
務
次
官
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
面
識
の
あ
る
者
は
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

御
指
摘
の
「
許
被
告
も
し
く
は
許
被
告
の
経
営
す
る
企
業
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
企
業
の
範
囲
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、

許
被
告
か
ら
の
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
又
は
便
宜
供
与
に
限
っ
て
第
一
次
森
内
閣
及
び
第
二
次
森
内
閣
の
内
閣
総
理
大

臣
、
国
務
大
臣
又
は
政
務
次
官
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
資
金
管
理
団
体
で
、
平
成
七
年
七

月
か
ら
平
成
十
二
年
六
月
ま
で
の
間
に
同
被
告
か
ら
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
受
け
た
も
の
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
者
で
、
当
該
期
間
に
同
被
告
か
ら
便
宜
供
与
を
受
け
た
者
も
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三



十
五
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
に
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
三
条
第
三

項
並
び
に
人
事
院
規
則
一
四－

四
（
営
利
企
業
へ
の
就
職
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
人
事
院
又
は
建

設
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
建
設
省
の
職
員
で
営
利
企
業
に
就
職
し
た
者
は
延
べ
千
三
名
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
本
省
課
長
相
当

職
以
上
の
者
（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
行
政

職
俸
給
表
�
の
職
務
の
級
十
級
以
上
の
者
及
び
同
法
別
表
第
七
に
規
定
す
る
研
究
職
俸
給
表
の
職
務
の
級
五
級
の
者
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
で
再
就
職
し
た
者
は
延
べ
五
十
三
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
省
課
長

相
当
職
以
上
の
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
を
退
職
し
た
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り
、
答
弁
を
差
し
控
え

た
い
。
な
お
、
平
成
六
年
度
以
前
に
つ
い
て
は
、
人
事
関
係
書
類
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、

現
在
の
役
職
に
つ
い
て
は
、
離
職
後
二
年
を
経
過
し
た
場
合
等
に
は
、
人
事
院
又
は
建
設
大
臣
の
承
認
を
要
し
な
い
こ
と
か

ら
、
確
認
で
き
な
い
。

十
六
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
に
本
省
課
長
相
当
職
以
上
の
者
が
再
就
職
し
た
営
利
企
業
に
つ
い
て
、
当
該

四



期
間
の
建
設
省
発
注
の
公
共
工
事
の
受
注
実
績
の
推
移
を
示
す
と
、
別
表
第
四
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
六
年
度
以

前
の
受
注
実
績
に
つ
い
て
は
、
七
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
確
認
で
き
な
い
。

十
七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
成
九
年
四
月
四
日
に
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
「
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮

減
対
策
に
関
す
る
行
動
指
針
」
を
策
定
す
る
等
に
よ
り
、
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
土
地
代
を
除
く
公
共
工
事
代
金
の
平
均
単
価
」
に
つ
い
て
、
工
事
の
類
型
別
に
日
本
と
欧
米
諸
国

と
の
比
較
は
行
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
建
設
省
が
平
成
十
年
に
お
け
る
建
設
工
事
の
契
約
実
例
を
対
象
と
し
て
我
が
国
と
米
国
の
建
設
コ
ス
ト
を
比
較
す

る
た
め
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
米
国
を
一
と
し
た
場
合
の
我
が
国
の
建
設
コ
ス
ト
は
、
為
替
レ
ー
ト
を
同
年
の
平
均

で
あ
る
一
米
ド
ル
約
百
三
十
一
円
と
し
て
計
算
す
る
と
、
土
木
工
事
が
一
・
〇
五
、
建
築
工
事
が
〇
・
九
七
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
同
調
査
で
は
、
生
計
費
購
買
力
平
価
を
用
い
た
換
算
も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
米
国
を
一
と
し

た
場
合
の
我
が
国
の
建
設
コ
ス
ト
は
、
土
木
工
事
が
〇
・
九
八
、
建
築
工
事
が
〇
・
九
〇
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
い
ず
れ
の
結
果
に
お
い
て
も
、
日
米
の
建
設
コ
ス
ト
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
り
、
我
が
国
の
建
設
コ
ス
ト
が
米
国
よ
り

五



高
い
と
い
う
結
果
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

十
八
に
つ
い
て

平
成
二
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
に
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
許
可
を
受
け
た
者
の
数
の
推
移
及
び
そ
の
う
ち
建
設
省
発
注
の
公
共
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す
る
者
の
数
の

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
の
推
移
は
、
別
表
第
五
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
六
年
度
以
前
の
建
設

省
発
注
の
公
共
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す
る
者
の
数
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

確
認
で
き
な
い
。

ま
た
、
建
設
省
発
注
の
公
共
工
事
を
下
請
企
業
に
発
注
し
て
い
る
元
請
企
業
数
及
び
そ
の
公
共
事
業
受
注
総
額
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

十
九
に
つ
い
て

建
設
省
発
注
の
公
共
工
事
代
金
に
関
し
て
、
お
尋
ね
の
費
用
分
類
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

二
十
に
つ
い
て

建
設
省
発
注
の
公
共
工
事
に
関
し
て
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
に
、
建
設
省
が
、
当
該
工
事
の
施
工

六



に
当
た
っ
て
建
設
業
法
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
施
工
体
制
台
帳
等
を
通
じ
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
一

括
し
て
他
の
建
設
業
者
に
請
け
負
わ
せ
る
等
に
よ
り
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
事
案
は
な

い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
六
年
度
以
前
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。

二
十
一
に
つ
い
て

建
設
業
法
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
事
実
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
具
体
の
事
案
に
即
し
つ

つ
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
国
発
注
の
公
共
工
事
に
お
い
て
、
調
査
し
た
限
り
で
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
に
違
反
し
た
事
案
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
十
二
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
の
建
設
省
発
注
の
公
共
工
事
に
占
め
る
一
般
競
争
方
式
の
件
数
及
び
当
初
契

約
額
の
比
率
は
、
別
表
第
六
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
六
年
度
以
前
に
つ
い
て
は
、
七
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お

り
、
確
認
で
き
な
い
。

ま
た
、
当
該
公
共
工
事
に
つ
い
て
、
地
方
支
分
部
局
工
事
請
負
業
者
選
定
事
務
処
理
要
領
（
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十

三
日
付
け
建
設
省
厚
第
七
十
六
号
）
第
三
に
規
定
す
る
二
十
一
工
事
種
別
ご
と
に
契
約
方
式
別
の
平
均
の
工
事
請
負
額
を
示

七



す
と
、
別
表
第
七
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
十
三
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
の
建
設
省
発
注
の
公
共
工
事
の
契
約
方
式
別
の
落
札
率
は
、
別
表
第
八
の
と

お
り
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
六
年
度
以
前
に
つ
い
て
は
、
七
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
確
認
で
き
な
い
。

二
十
四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
公
共
工
事
に
参
加
す
る
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
適
正
な
履
行
の
確
保
の
観
点
か
ら
工
事
の
実

績
、
経
営
状
況
、
技
術
的
適
性
等
の
事
項
を
適
正
か
つ
厳
正
に
審
査
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
株
式
を
買

い
占
め
ら
れ
た
と
い
っ
た
事
実
の
み
で
資
格
の
有
無
を
判
断
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 八
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